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令和6年10月1日（火）　　　　   　司会：小向　由紀　記録：　三浦　育子
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＜連絡事項＞
 ・服薬カート内での保管方法について、深夜Nsがスライドする事になっていますがスライドされていない事があるので忘れずに行いま
しょう。

・電子カルテのフローシート内の入浴のチェック漏れがあり、本日から1週間単位で、印刷物担当のスタッフで入力していく事になります。（担当　阿部さん、三浦さん）

・C・Dユニットのチェストの配置を、1人1チェストで各部屋に配置しています。ベット移動の際には、忘れずにチェストも移動するようにして下さい。
　又、名前のシールを剥がしてしまう患者様が居る為、異食防止もありチェストの裏の左上に貼るようにしていきます。

・11月末に医療法での立ち入り調査があります。病棟内の環境調整をしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・野村　泰秀様～「ひばりの里」訪問調査対面で、10月9日（水）15時～。

・高屋敷　正規様～痰鳴あり、吸引指示貰っている。
　　　　　　　　　その後発熱、酸素飽和濃度低下もあり、酸素開始。本日の経管栄養は休止。

・三浦　榮子様～DAT検査の結果あり、説明の為面談予定。日程候補はカルテ参照。明日姪様から返事が来る予定。

・田村　満州男様～「えんぶり物語」訪問調査対面で、10月2日（水）15：30～

・鶴山　昌子様～サ高住しもなが　受入れ可で、10月9日（水）退院。
　　　　　　　　10時当院発。外来受診は当院で、初外来10/17（木）11時予約済み。サマリーはケアマネ・施設の2通希望。薬剤情報も希望。

＜要注目患者様＞
・金田　とし子様～バイタルサインの異常は無く、意識レベルの低下も見られない。声掛けには変わらず頷きや返答あり。

・高屋敷　正規様～痰鳴あり、本人も苦しい、と話す。自己排痰うまくできず、
　　　　　　　　　柞木田Dr報告し、吸引の指示頂く。14：11痰鳴著明、吸引するが酸素飽和濃度75％、体温37.2℃あるためDr小栁診察して頂く。酸素開始、本日分経管栄養休止、の指示頂いている。

・日登　惠子様～10：30体温38.5℃、脈拍102～120台、血圧126/86mmHg、酸素
飽和度94%。訪室や声掛けには追視あり。体熱感著明の為クーリング開始。酸素飽和濃度100％の為、4→1Lへ減量している。
　　　　　　　　11：00酸素飽和濃度95％続いている為、酸素止めて様子みる。
　　　　　　　　声掛けには「怖い」と話している。

・石ケ森　泰子様～10：00療養環境調整目的で東病棟から南病棟101号室へ転入となる。昼食自力で2/3摂取。内服拒否無し。スタッフの声掛けには時折笑顔見られており、返答は穏やか。藤田PTより
　　　　　　　　　評価して頂き、ゆっくりだけど移動はできるが見守り必要。一部介助で家族からリハビリの許可はもらっている。事故の内容に観察していく。

・工藤　新吉様～深夜帯、睡眠はとれているが体動が多く見られ見守り要してい
る。6：00床に少量尿あり、はっきりしないがウロバッグの
尿破棄付近からごく少量ずつ尿漏れある様子。指示にて膀胱留置カテーテル抜去。ウロバック140ml回収している。膀胱留置カテーテル抜去後、自排尿なし。もともと左鼠経ヘルニアあるが、徐々に下腹部緊満出現している。本人苦痛訴えなし。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　14：30 　9時以降自排尿なく腹満軽度あり。膀胱留置カテーテ
ル16Fr再挿入していく予定。

・鈴木　留美子様～他患者様に干渉的で、「私帰るのにはどうすればいいんですか。財布は盗まれたみたいだし騙されてここにいるようですので」等話していたが、夜間は睡眠とれている。
日中は、ホールで他患者様の調子に合わせて談笑している。帰宅要求は聞かれず、日課や排泄も自立している。

・夏坂　禎様～昨日準夜帯19：00帰宅要求強く訴えが続いている。帰れると信じ
て止まず説明にも理解示そうとしない。不穏時リスペリドン内用
液1P服用。その後は入眠出来ている。深夜帯1：05中途覚醒しト
イレ利用。その後帰室できずにウロウロする。声掛けにて帰室し
再入眠出来ている。日中は、独歩で移動し帰宅要求強い。入浴は
「寒いから行かない」と拒否していたが、説得で「じゃあ見学だ
けしてこようかしら」と応じ入浴されている。

・三浦　初美様～昨日は、昼食時間が近くなるとやや足早に移動し帰宅要求聞か
れ昼食摂取せず。夜間は睡眠とれている。日中は、声掛けに返答は的外れ。他の帰宅要求強い患者と連れだって行動している。

・清川　一男様～食事のため車椅子に離床中。配膳前より姿勢保持できず前傾になり、顔がテーブルにつく位まで傾く。ポジショニングしても再度姿勢の崩れあり。血圧88/55mmHℊ。食事の時は、最後の方に離床させてください。

・上野　揚子様～昨日準夜帯、休めず経過。不眠時マイスリー1T服用。その後は、
睡眠とれている。日中は、独歩で徘徊している。対面時穏やかで配薬時「ありがとう」と話す。食事に時間かかるが、拒食拒薬なし。左臀部に痣ができている事あり、見守りしていく。

・佐々木　朗様～昨日準夜帯、閉眼のまま足を動かしており、浅眠。深夜帯1：05
　　　　　　　　には、入眠している。日中は、独歩で徘徊し他室侵入、詰所侵入している。テーブルや他者の車椅子に触れドンドンと叩き騒音発生させている。

・城前　実様～Dユニット側のドアから出ていこうとする事あり、所在確認していく。

・小澤　和子様～床まで尿失禁している事が見られている。トイレ誘導をこまめ
　　に行って行く。

＜皮膚科診察＞
・天間　イト様～肛囲～臀部　治癒となっている。
・芦村　ちゑ様～陰部～臀部　治癒となっている。
・淵沢　和子様～臀部表皮剥離治癒となっている。
・野村　泰秀様～①左前腕　表皮剥離局面　→同前処置
②仙骨部　治癒
③胸部　右上腕に紅色丘疹、痂皮、落屑、掻痕多数
→デルモゾールDP軟膏塗布
デルモゾールDP軟膏　2本処方。
・櫛桁　徳男様～右手背、臀部(仙骨部)表皮剥離局面　特変なし、同前処置。
・工藤　新吉様～臀部に暗赤色局面　皮膚剥離小局面2ヶ所
テラマイシン軟膏　1本処方。





＜転入患者様情報＞
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（記載者：　矢幅　佳恵　　印　　）

最終清拭日（R6年9月27日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

検討中

現在の処置 なし

ADL

備考

【緊急時】当院

【連絡先】長女①石ケ森栄利子様090-2603-2916　長男②石ケ森勇治様090-2621-9017

【ＣＳ】A-①

【持参薬】あり

【既往歴】右上腕骨折

【他科受診】なし

【ワクチン】コロナ7/31　3回目接種（4回目は料金によって考えていきたいと）

ｲﾝﾌﾙ接種希望あり

【アレルギー】なし

【義歯】なし

【売店】500円（極力使わないようにと）

【貴重品】なし

【退院先】検討中（クローバーは退所）

最終排便（R6年9月28日）

精神症状 身体的な不定愁訴

問題行動 なし

処遇制限 なし

自立も途中で介助要する時もあり　　　粥、ハーフ、キザミ。メイバランス付き

 

なし

入院年月日 令和6年9月18日　（2回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　アルツハイマー型認知症  身体合併症　：　不眠症、統合失調症、経口摂取困難

転棟サマリー

（東病棟Cユニット→南病棟○ユニット）

転出日：R6年　10月　1日

患者様氏名 石ケ森 泰子  　様  担当主治医　：　金　泰徳

   

 

なし

 

全介助　　　日中トイレ誘導の時もあり、その際は一部介助

 

全介助

 

 


